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我々は、  

1. 最良の設備、環境を整え、安全で質の高い医療を提供します。 

2. 愛情と尊敬をもって接し、何が最良かを一緒に考え、温かい医療を実践します。 

3. 地域の医療、介護を行う方々と連携し、地域の皆様の健康と生活を守ります。 

4. 医療を通じて自己研鑽し、健全な病院運営を行い、社会貢献を果たします。 

職員行動指針 大阪暁明館病院 基本理念 

大阪暁明館病院は、キリスト教精神に基づ

く全人的医療を通して、地域住民が心の絆

を実感できる病院を目指します。 

 

無菌室は、治療により白血球数が減

少し、抵抗力が低下すると考えられる

患者様に入って頂く病室です。通常の

化学療法よりも強い抗癌剤を使用す

ると、白血球が極度に減少します。こ

の状態では、人や空気などを介して細

菌、真菌（カビ類）、ウイルスなどの病

原体に感染しやすくなります。また感

染した場合、重症になることがありま

すので、本来の病気の治療上、感染症

を予防することが非常に大切です。  

無菌室内は、ダクトパネルから空気

を吸い込み、HEPA付ファンフィルタ

ユニットから細菌や真菌をろ過した

きれいな空気が流れてきます。また、

滅菌水装置も導入しており、手洗い時

も滅菌水を使用します。 

大阪暁明館病院では、6階東病棟に1

室の無菌室を導入しました。今後、白

血病等の血液疾患に対してより安全

な治療を行うことが可能となります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

９月４日(水)午後２時から「市民公開講座」を

開催しました。 

テーマは、『陽子線でがん治療』～ターゲットに集

中！身体にやさしいひとつ先の治療～で、 

 大阪陽子線クリニック がん放射線療法看護認

定看護師の片岡 忍が陽子線治療について分かり

やすく解説しました。 

ご参加いただきました皆様ありがとうござい

ました。 
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「2019 年より入職させて

頂きました。どうぞよろ

しくお願い致します。」 

2019 年 8 月 10 日（土）に第 2 回 伯鳳会グループ学術発表

会が開催されました。 

伯鳳会グループの医療・介護レベルの向上とグループ内の親

睦を深める会ということで、多くの伯鳳会グループの事業所が

発表を行います。今年は、グループ全体で 256 名の職員が参加

し、大盛況でした。講演は、診療、看護、在宅・訪問・介護、栄

養・ＮＳＴ、薬剤、放射線、臨床検査、リハビリテーション、臨

床工学、感染防止・感染対策、救急医療、人材育成・教育の１２

のカテゴリーに分かれ、伯鳳会グループの病院、特別養護老人ホ

ーム等の施設から発表がありました。当院からは、放射線技師、

管理栄養士、看護師から 3 講演の発表を行いました。 

これからも発表会を通じて新しい知識を得て、自己の分野の

学問をより深化させ、質の高い医療・介護を提供できるように励

んでまいります。 



 

 

 

 

 

  
10 月 29 日（土）午後 2 時から、当院でこの 1 年間に亡くなられた

方々を慰める第 22 回永眠者追悼祈念礼拝を、1 階インマヌエルホール

で開催しました。 

礼拝には、当院職員、亡くなられた患者様ご家族などたくさんの方々が

参加しました。 

大阪暁明館病院伝道所の岸本チャプレンの司式のもと、関西学院聖

歌隊の皆さんに[悩みのときに]「重荷を負うもの」などの賛美歌を奉唱

して頂き、透き通った歌声に職員一同様々な思いを巡らせ、静かな気持

ちで礼拝の時間をもつことができました。 

最後に追悼の辞を述べ、礼拝は滞りなく終了しました。 

令和 1 年 10 月 5 日（土）午後 3 時から、「第 19 回開放型病

床年次総会・病診連携会及び懇親会」を、大阪市港区のアートホ

テル大阪ベイタワーで開催しました。この会は、当院と近隣の診

療所やクリニックとの協力を一層推進し、地域医療の充実を図

る目的で毎年 1 回開催しているもので、此花区を中心に 22 名の

開業医の皆様と、当院からは坂院長、藤原内科部長など総勢 61

名の関係者が参加しました。  

 始めに、平尾名誉院長が開会の辞を述べ、此花区医師会の板

東博志会長があいさつされました。その後、坂院長より病院報告

が行われ、放射線科 廣橋部長が「1.5T MRI 装置を機能強化

しました」と題して機能強化した当院の MRI 装置についての説

明を行いました。  

 続いて、外科 石丸部長が「当院の緩和ケアについて～緩和ケ

ア病棟開設に向けて～」、呼吸器内科 朴医長「肺がんの薬物治

療－過去から現在まで」、産婦人科 吉田部長「大阪暁明館病院

の産婦人科診療について」と題して講演しました。各演題とも、

「わかりやすくて、興味深い内容だった」ととても好評で、活発

な質疑応答が行われました。  

この後、別室に移動して懇親会を開催。料理に舌包みを打ちな

がら和やかに歓談しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

大阪暁明館だより 
令和１年10月３１日発行 

社会福祉法人 大阪暁明館 

大阪暁明館病院 

〒554-0012 大阪市此花区西九条 5-4-8 
電話（０６）６４６２－０２６１（代表) 

FAX（０６）６４６２－０３６２ 
http://www.gyoumeikan.or.jp 

 

2019 年 10 月 5 日に尼崎競艇場で兵庫県警と

赤穂中央病院、はくほう会セントラル病院、大阪

暁明館病院の AMAT（全日本病院協会災害時医

療支援班）隊合同で、組み立て式救助ボートの操

船訓練を行いました。 

近年、ゲリラ豪雨や台風による河川の氾濫が相

次いでおり、その水害対策として伯鳳会グループ

では合計８艇（大阪暁明館病院 2 艇、救命胴衣

100 着）の組み立て式救助用ボートを装備してお

ります。 

当日は①ボート組み立て訓練 ②オールによる

操船訓練 ③船外機取り付け・操舵訓練 ④救命

用浮き輪の投下訓練などを行いました。今後も有

事に備え迅速かつ的確に対応できるよう警察、消

防、グループ施設との連携し、万前に努力をして

まいります。 

 
当日は糖尿病内科の医師より、糖尿病について

（血糖値や血圧の目安、など）のミニ講義、㈱ファ

ンデリーより栄養素を考えた宅配食の案内、試食

を行いました。 

また、糖尿病専門医や日本糖尿病療法士のスタ

ッフも参加した座談会を行いました。 


